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本年こそ、大きな船出の年にしたい

呼
び
や
す
く
、

親
し
み
や
す

い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、
「厚
生
会
」
か
ら

変
わ

っ
た

「
こ
だ
ま
会
」

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、

山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼

べ
ば
、

そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

歴
史
散
歩

の
会

◎
　
第

二
回
歴
史
散
歩

目
的
地
　
東
海
道
大
磯
宿
の
ロ
マ
ン
と
史
跡

を
訪
ね
て

日
　
時
　
四
月
二
十
五
日
的
午
前
十
時
三
十

分
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅
改
札
前
集
合

コ
ー
ス
　
大
磯
駅
―
化
粧
坂
―
慶
覚
院
―
高

麗
神
社
―

延
台
寺
―

地
福
寺
―

鳴

立
庵
―

沢
田
美
喜
記
念
第
１

大
磯

駅

（三
時
〓
〇
分
頃
解
散
）

（
一　
費

　

一
〇
〇
〇
円

（拝
観
料
　
休
憩

，

玉
幕
そ
の
他
）

を
　
食
　
排
当
持
参

◎
　
第
四
回
（歴
史
教
室
）史
話
会

テ
ー
マ
　
神
奈
川
の
郷
土
史
を
飾
っ
た
女
人
達

（
〓
　
場
　
自
治
会
館
大
〇

一
号
室

日
　
時
　
五
月
八
日
∞
年
後

一
時
三
〇
分
―

三
時
三
〇
分

会

史

無
料

解
　
説
　
特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

参
加
希
望
者
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、

電

話
器
号
明
記
の
上
左
記
へ
お
中
込
み
下
さ
い
。

お
家
族
の
方
も
な
迎
し
ま
す
。／

切
四
月
十
八
日

〒
２３‐
横
浜
市
中
区
本
町
四
丁
目
三
七

県
職
労
退
職
者

】じ
だ
ま
会

の
会
事
務
局
ま
で

『加
入

の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
各
一〇

一
と

一
十
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
含
一
〓

こ
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号

人
七
八
、　

三
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
日
座横

浜
五
―
六
六
五
人
○

会
費
関
係

０
入

〈
斉
金

　

一
、

○
○
○
円

０
終
身
会
費
　
一
一〇
、

Ｏ
①
Ｏ
円

な
お
、

年
会
費
二
、

○
○
○
円
も
あ
り

ま
す
。
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～

設
間
を
受
け
て

～

〔Ｑ
ｌ
〕

県
を
退
職
後
、

算
老
齢
年
金
）

県
を
退
職
し
、

そ
の
後
他
の
職
業
に
再
就
職
し
、

老
齢
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
併
給

調
整
と
か
で
、

二
つ
の
公
的
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
、

趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
考
え
る
と
、

老
齢
厚
生
年
金
に
加
入
さ
せ
ら
れ
て
、

万

一
死
亡
し
た
ら
、

遺
族
に
遺
族
年
金
が
果
た
し
て
支
給
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、

支
給
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
の
位
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

〔Ｑ
２
〕

満
６５
才
以
上
の
配
偶
者
の
加
給
年
全
及
び
通
族
共
済
年
金
の
中
高
齢

雰
婦
加
算
に
つ
い
て

私
の
妻
は
、

年
齢
の
関
係
も
あ
っ
て
、

国
民
年
金
に
加
入
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

満
６５
オ
を
越
す
と
、

加
給
年
金
が
無

く
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

本
当
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
と
、

前
号
で
解
説
い
た
だ
い
た
遺
族
共
済
年
金
で
も
満

６５
オ
以
上
の
配
偶
者
は
、

中
高
齢
寡
婦
加
算
が
な
く
な
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、

本
当
で
し
ょ
う
か
。

（お
答
え
）

県
を
退
職
し
て
支
給
さ
れ
る
退
職
年

金
が
、

厚
生
年
金
と
異
な
る
大
き
な
違

い
の

一
つ
は
、

原
則
と
し
て
、

共
済
年

金
は
退
職
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
は
働
い
て
い
て
満
６５
才
に

な
れ
ば
、

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

厚
生
年
金
は
満
６５
才
ま
で
加

人
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

県
を
仮
に
満
６０

才

で
退
職
し
て
再
就
職
す
る
場
合
に

は
、

そ
の
勤
務
先
か
厚
生
年
金
に
加
入

対
象
事
業
所
で
は
、

労
使
が
掛
金
を
折

半
し
て
負
担
し
被
保
険
者
に
な
れ
る
わ

け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、

私
は
共
済
年
金

を

「第

一
の
人
生
公
的
年
金
」
再
就
職

し
て
か
ら
の
老
齢
厚
生
年
金
を

「第
二

の
人
生
の
公
的
年
金
」
と
仮
称
し
て
い

ま
す
。

一

再
就
職
し
て
か
ら
の
老
齢
厚
生
年
金

（
い
わ
ゆ
る
通

に
つ
い
て

こ
う
考
え
る
と
、

二
つ
の
年
金
と
い

う
よ
り
第

一
の
人
生
公
的
年
金
で
あ
る

共
済
年
金
の
同

一
線
上
に
あ
る
延
長
線

上
の
が
老
齢
厚
生
年
金
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
る
と
納
得
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
理
解
の
上
に
立
つ
と
、

当
然
老

齢
厚
生
年
金
に
も
遣
族
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
が
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。

な
お
、

こ
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、

昭

和
６‐
年
の
年
金
制
度
改
正
ま
で
は
、

旧

制
度
で
は

「
通
算
老
齢
年
金
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
制
度
で
は
、
「老

齢
厚
生
年
金
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

（お
答
え
）

配
偶
者
が
、満

６５
才
以
上
に
な

っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金

（国
民
年
金
分
）
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
加
給
年
金
が

原
則
と
し
て
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

ご
心
配
は
要
り
ま
せ
ん
。

ン

最
後
に
、

こ
の
老
齢
厚
生
年
金
の
遺

族
厚
生
年
金
が
ど
の
位
の
額
に
な
る
と

の
質
問
で
す
が
、

別
表
図
式
の
と
お
り

で
す
が
、

率
直
に
云
え
ば
、

退
職
し
て

民
間
な
り
、

外
郭
団
体
な
り
の
役
員
に

高
給
で
天
下
り
で
き
る
高
級
役
人
を
除

い
て
は
、

計
算
の
基
礎
と
な
る
平
均
標

準
月
額
が
低
く
ま
た
就
職
期
間
も
短
く

な
り
ま
す
か
ら
、

支
給
さ
れ
る
老
齢
厚

生
年
金
額
の
半
分
以
下
～
四
割
位
の
問

で
遺
族
の
方
が
生
活
設
計
を
村
て
る
よ

う
助
言
さ
れ
た
方
が
無
難
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

（別
表
図
式
四
頁
参
照
）

貴
方
の
場
合
の
よ
う
に
、

新
国
民
年
金

制
度
に
な
る
前
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
は
、

国
民
年
金

へ
の
加
入
が
任
意
で

あ

っ
た
た
め
に
、

全
く
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
人
も
あ
り
、

ま
た
短
期
間
し
か

加
入
し
て
い
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
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（前
頁
か
ら
つ
つ
く
）

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、

こ
の
よ

つヽ
な
人
の
た
め

に
、

既
年
金
受
給
額
の
既
得
権
の
保
護

救
済
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

即
ち
、

公
的
年
金
受
給
者
に
つ
い
て

は
、

そ
の
生
活
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
た
め
、

年
金
法
で
は
、

従
前
の

保
障
と
い
う
表
現
で
、

従
来
ど
お
り
加

給
年
金
が
支
給
さ
れ
る
か
、

ま
た
、

場

合
に
よ

っ
て
は
、

振
替
加
算
と
い
う
形

で
減
額
に
な
ら
な
い
よ
う
生
年
月
日
に

〔Ｑ
３
〕

平
成
二
年
度
分
の
年
金
ア
ッ
プ
額
は
？

（お
答
え
）

平
成
元
年
十
二
月
に
成
立
し
た
年
金

関
連
法
策
に
よ
っ
て
、

前
年
度
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
ス
ラ
イ
ド
率
と
し

て
適
用
さ
れ

「完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ

ド
方
式
」
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、

平
成

三
年
度
の
政
府
予
算
に
は
前
年
度
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
分
三

・
二
％
が
公
的
年
金

額
引
上
げ
の
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

既
に
何
回
か
こ
の
誌
上
で
解
説
し
た

と
お
り
、

こ
の
物
価
指
数
に
は
、
日
常

生
活
に
余
り
関
係
の
な
い
自
動
車
や
家

）

対
応
し
て
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
筈
で

す
か
ら
、

ご
安
心
な
さ

っ
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、

遺
族
共
済
年
金
の
う
ち
の
中

高
齢
豪
婦
加
算
も
前
述
の
よ
う
な
理
由

で
満
６５
才
以
上
に
な
っ
て
も
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
＞」
れ
ま
た
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

な
お
、

駄
足
乍
ら
、

こ
の
よ
う
な
既

得
権
の
擁
護
の
た
め
、

中
央
を
始
め
、

全
国
の
退
職
者
会
が
力
を
合
わ
せ
て
、

請
願
、

陳
情
な
ど
を
し
て
い
る
こ
と
も

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

電
製
品
な
ど
、

値
下
げ
し
易
い
商
品
も

含
ま
れ
、

生
活
実
態
と
カ
ケ
離
れ
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、

過
去
の
例
か
ら
言
え
ば
、

こ
の
三

・
二
％
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
が

そ
の
ま
ま
年
金
額
ア
ッ
プ
分
と
し
て
給

付
さ
れ
れ
ば
申
し
分
な
い
が
、

平
成
元

年
分
の
例
で
は
関
係
省
庁
の
反
対
で
、

物
価
及
び
賃
金
ス
ラ
イ
ド
分
五
％
が
平

均
四
％
に
引
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
予
算

計
上
ど
お
り
と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

今
回
も
政
府
は

一
月
二
十
五
日
平
成

）

三
年
度
分
は
、

三

・
二
％
を
下
廻
る

三

・
一
％
に
決
定
発
表
、

常
に
公
的
年

金
生
活
者
な
ど
弱
い
者

へ
の
シ
ワ
寄
せ

が
続
い
て
い
る
の
で
す
。

中
央
の
退
職
者
会
と
と
も
に
私
た
ち

退
職
者
会
も
政
治
的
に
、

恩
給
団
体
の

よ
う
に
強
く
な
ら
な
く
て
は
と
何
時
も

悩
み
感
じ
る
の
で
す
。

（文
責
　
児
玉
）

二
、

老

人
保
健
法
改

正

に
と

も
な
う

一
部
負
担

金

の
増

額
と
定
率

制
を
導

入
し
な

い
こ
と
。

三
、

居
住
用
住
宅

に
対
す

る
固
定

資
産

再
評
価

に
と
も
な
う
増

税
を

し
な

い
こ
と
。

―

◇

―

◇

―

「
退
職
者

こ
だ

ま
会
去

〓
員
と

し

て
は
、

年

一

～
二
回
、

関
係
官

公
庁

、
地

元
選
出
国
会
議

員

に

手

紙

・
ハ
ガ
キ
等

で
各
個

人
が

そ
れ
ぞ
れ

の
日

常
生
活

で

の
実
感
を

切
実

に
訴
え

る
こ
と
が
、

私
た
ち

弱

い
立
場

に
あ

る
者

と
し

て
は
、

最
も

効

果

の
あ

る
方
策

で
し

ょ
う

。
弱

い
立
場

の
者

は
弱

い
者

な
り

に
頭
と
体
を
使

っ
て
よ
り
よ

い

社
会

へ
と
努

力

し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

全
国
の
退
職
者
会
な
ど
の
、国

会
や
行
政
機
関
へ
の
陳
情
、

要
請
な
ど
の
活
動
近
況
な
ど

全
国
高
齢
者
、

退
職
者
会
や
自
治
体
、

教
育

関
係
な
ど
中
央
を
中
心
と
す

る
全
国

の
高
齢

者
、

退
職
者
会
な
ど
、

多
く
の
団
体
が
地
味
乍

ら
、

コ
ツ
コ
ツ
と
国
会
や
関
係
官
庁

へ
陳
情
、

要
請
、

交
渉
な
ど
常
々
懸
命
な
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た

い
。

い
ま
、

こ
れ
ら
の
団
体
が
緊
急
要
請
し
て
い

る
の
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

記

一
、

年
金
生
活
者
等
に
対
し
、

消
費
税
導
入
に

よ

っ
て
受
け
た
損
失
等
を

一
時
金
方
式
で
速

や
か
に
補
償
す
る
こ
と
。

青
木

浅
利
掘
り
般
か
ら
の
ぞ
く
春
の
雲

熱
臨
に
干
僣
む
し
り
て
春
浅
し

有
料
の
駐
車
場
あ
り
春
の
寺

小
川

春
愁
や
千
切
れ
し
宴
の
動
か
ざ
る

庭
い
ぢ
り
終
え
て
煙
草
や
春
う
ら
ら

春
燈
に
旧
知
の
つ
ど
う
友
の
通
夜

投
句
大
歓
迎
―
会
員
の
俳
句
を
紙
上
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

用
紙
官
裂
ハ
ガ
キ
で
三

句
、

当
季
雑
詠
こ
だ
ま
会
こ
だ
ま
俳
壇
係

ま
で
。

達
郎

英
男



1991年(平成3年)3月1日   神 奈川県職労退職者こだま会   第 19号 的

遺族厚生年金 (通算遺族年金)計 算一般的図式

二
暗
部
分

報酬比例部分
(厚生年金部分)

一
階
部
分

定額部分
(基礎年金部分)

加給年金

|×
キ

=遣 族厚生年金

■老齢厚生年金の40～50%程 度

(就職期間5～20年位まで)

(解説)

・通算老齢年金等受給者は報酬比例部分のみが支給対象でそれ以外の定額部分及び加給年

金は共済年金 との併給調整で支給されない。中高齢寡婦加算 も同じく支給されません。

・
抽梁腎段畢啓岳螂 どケ晶含冒法食径料の穐岳査歓駄L患尼冨琵輩暑遷呂
た物価等に見合った再評価率を掛けたものを平均した額というややこしいものになって

います。
・なお平均標準月額の出し方も共済年金とは若干差異があり、概 して共清年金より低 く

なっています。

・厚生年金受給権者が死亡したときは、10日以内に住所地の社会保険事務所に年金証書と

印鑑を持参して手続きをすることになっています。

(参考)会 報第17号参照 :再掲

遺族共済年金計算一般的図式

三
階
部
分

退
職
共

済

年

金

職域年金部分
(民間企業年金相当部分)

二
踏
部
分

報酬比例部分
(厚生年金部分)

一
階
部
分

定額部分
(国民年金部分)

加給年金
又ハ老齢基礎年金

特別加算
又ハ振替加算

密
×
キ +511千円 (中高齢寡婦加算)

金 キ退職共済年金の50%(半 額)

十α (若干上積み)程 度

(解説)
。3階部分の職域年金部分は公務員の特殊性を考えて約 8%優 遇上積みされています。企

業年金相当分とは大企業などは負担がありこれよりよく、一般的にはこれより低い平均

的なものということになっています。



(5)第  19 号 神奈川県職労退職者こだま会 1991年(平成 3年 )3月 1日

「腹
人
分
目
」
が
長
生
き
の
秘
け

つ
で
あ
る
こ
と
が
、

東
海
大
医
学
部

被
生
物
数
室
の
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研

究
で
、

確
翌
さ
れ
た
。

食
事
■
を
入

割
に
制
限
さ
れ
た
マ
ウ
ス
は
、

浦
腹

の
マ
ウ
ス
よ
り
平
均

一
一
六
倍
の
長

寿
で
、
「昔
か
ら
の
言
い
伝
え
が
動

物
実
験
で
科
学
的
に
実
証
で
き
た
と

し
て
い
る
。

田
八
講
師
は
マ
ウ
ス

⌒雄
）
を
生

後
五
週
間
の
段
階
で
、

〇
岳
菌
処
理

せ
ず
食
事
■
を
制
限
し
な
い
Ａ
グ

ル
ー
プ
②
祭
菌
処
理
せ
ず
食
事
は
定

工
の
人
割

⌒
一
日
四
・
五
″″
）
の
Ｂ

グ
ル
ー
プ
③
無
菌
処
理
し
食
事
■
を

制
限
し
を
い
Ｃ
グ
ル
ー
プ
④
無
菌
処

理
し
食
事
は
八
割
の
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、

生
存
期
間
を
三
年
間
記
録
し

た
。そ

の
結

果
、

腹

人
分
目

の

Ｂ
グ

ル
ー
プ
の
平
均
寿
命
は
百
二
十
二
週

間
、

Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
百
十
週
間
と
長

か
っ
た
が
、

満
腹
の
Ａ
、

Ｃ
グ
ル
ー

プ
は
七
十
四
週
間
、

九
十
週
間
と
短

か
っ
た
。

最
長
寿
は
、

現
在
も
生
き
続
け
て

い
る
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
マ
ウ
ス
で
、

百

六
十
週
間
に
も
連
し
、

平
均
七
十
週

間
が
寿
命
と
さ
れ
る
マ
ウ
ス
と
し
て

は
驚
異
的
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

〉
降
Ｅ
剤
の
進
歩

血
圧
を
下
げ
る
降
圧
剤
の
進
歩
は

目
生
ま
し
い
。

現
在
、

広
く
使
わ
れ

て
い
る
降
圧
剤
は
〇
体
内
の
水
分
と

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
せ
つ
す
る
利
尿
降

圧
剤
②
末
梢

（し
ょ
う
）
血
答
を
拡

張
さ
せ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
措
抗

（き
っ

こ
う
）
一型
〇
血
圧
を
上
げ
る
昇
圧
系

に
作
用
す
る
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
系

の
抑
制
剤
―
な
ど
で
あ
る
。

だ
が
、

こ
れ
ら
の
降
圧
剤
は
、

高

血
圧
そ
の
も
の
を
治
家
す
る
た
め
の

率
で
は
な
い
。
「血

圧
を
下
げ
る
だ

け
。

血
圧
を
正
常
値
に
戻
し
て
お
く

た
め
に
は
、

ず
っ
と
炊
み
続
け
る
必

要
が
あ
る
」
と
黒
田
医
長
。

そ
の
上
、

副
作
用
の
恐
れ
も
付
き
ま
と
う
。

高
血
圧
に
な
っ
て
か
ら
で
は
手
遅

れ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

何

と
か
い
い
予
防
法
が
な
い
か
―
そ
し

て
思
い
付
い
た
の
が
牛
■
に
よ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
の
補
給
と
言
う
。

▽
１
宅
の
カ
ル
シ
ウ
ム

黒
田
医
長
に
よ
る
と
、

牛
乳

一
本

に
は
約
〇
　
二
字
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が

含
ま
れ
て
お
り
、　

一
日
〓
本
飲
む
と

食
事
を
含
め
て
、

ざ
っ
と

一
″，
の
カ

ル
シ
ウ
ム
を
採
取
す
る
計
算
だ
。

日

本
人
が
実
際
に
取
っ
て
い
る
よ
は
成

人
で

一
日
〇

・
五
字ク
ほ
ど
な
の
で
、

倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

「降
圧
剤
と
し
て
使
う
カ
ル
シ
ウ

ム
措
抗
剤
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り

込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
血
圧
を
下
げ

る
仕
組
み
で
す
が
、

実
際
は
、

も
っ

と
複
雑
。

食
事
で
取
っ
た
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、

血
圧
の
降
下
作
用
が
あ
る
ら

し
い
」
と
黒
田
医
長
は
説
明
す
る
。

そ
の
証
拠
に
、

ラ
ッ
ト
を
使
っ
た
≡

実
験
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
食
べ

さ
せ
る
と
、

尿
中
に
出
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
■
が
増
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。

ど
う
や
ら
、

カ
ル
シ
ウ
ム
に
体

内
の
塩
分
を
減
ら
す
作
用
が
あ
る
ら

し
い
の
だ
。

高
血
圧
定
の
多
く
は
本
態
性
高
血

圧
と
い
っ
て
原
因
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
。

末
し
ょ
う
の
血
管
の
収
縮

し
や
す
さ
、

自
告
神
経
な
ど
が
複
雑

に
関
連
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。

こ
れ
ら
、

生
理
的
因
子
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
難
し
い
も
の
の
、

食
塩

の
過
剰
採
取
、

ス
ト
レ
ス
、

た
ば
こ
、

酒
な
ど
血
圧
を
高
め
る
環
境
因
子
は

ヨ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。

含有カルシウムの効果

成
人
病
予
防
に
効
果

「納
豆
は
地
球
を
幾
う
」
。ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
な
テ
ー
マ
の
納
豆
シ

ン
求
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

成
人
病
予
防
、

食
粗
危
機
対
策
の
切
り

札
と
し
て
、

熱
い
視
線
が
送
ら
れ
た
。
「納
豆
世
界
大
会
」
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

敬
遺
さ
れ
て
き
た
内
西
地
方
で
も
、
「佳
熊
志
向
」

の
中
で
、

若
実
に
市
民
種
を
得
て
き
て
い
る
。

最
近
の
納
豆
を
め
ぐ

る
話
題
を
―
―
。

岡
山
県
立
短
大
助
教
授
の
須
見
洋

行
さ
ん
は
二
年
前
、

納
豆
の
中
に
、

血
桂
の
港
解
酵
素

「
ナ
ッ
ト
ウ
キ

ナ
ー
ゼ
」
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
「日
本
人
の
死

亡
原
因
上
位
の
殖
手
中
や
心
筋
コ
ウ

ツ
ク
だ
け
で
な
く
、

脳
の
細
い
血
管

が
詰
ま
っ
て
起
こ
る
老
人
に
痴
ホ
ウ

症
、難

聴
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
」

と
、

納
豆
が
成
人
病
の
予
防
に
大
き

を
効
果
が
あ
る
こ
と
を
強
配
し
た
。

「世
界
の
食
な
需
給
は
不
安
定
で
、

今
後
も
途
上
国
で
は
人
口
増
で
食
祖

危
機
、

た
ん
ば
く
質
不
足
が
予
想
さ

れ
る
。

か
ぎ
を
担
る
の
は
大
豆
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、

腸
ガ
ン
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。

降
圧
剤
の
進
歩
に
よ
っ
て
高
血
圧
が
ヨ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。　

方
で
は
、薬

を
飲
む
に
ど
で
も
な
い
軽
い
高
血
圧
の
ケ
ー

ス
も
目
立
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、

高
血
圧
症
予
備
軍
だ
。
コ
」う
し
た
予

備
軍
は
、

牛
乳
を
毎
日
飲
ん
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す
れ
ば
、

血
圧
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」
。国

立
大
蔵
病
院
の
黒
口
重
巨
循
環
器
科
医
長

の
指
摘
で
あ
る
。

切

抜

控

帖

新

田

・
雑

苦



1991年(平成 3年 )3月 1日 神奈川県職労退職者こだま会 第 19 号  (6)

「歴史散歩の会」第 2回 、第3回 歴史教室 (史話会)ス ナップ
～回を重ねるごとに参加者倍増 ～ 関心の高さに鷺く

ヽ
     L 吉

第
２
回

歴
史
教
室

テ
ー
マ

鎌
倉
史
話

名
刃
正
宗
の
生
い
立
ち
な
ど
、

こ

れ
に
ま
つ
わ
る
話
を
中
心
に
話
が

は
ず
む
…

世
話
人
の
方
々
は
毎
回
午
前
中
ロ

ピ
ー
に
て
、

こ
れ
か
ら
の
行
事
の

打
合
せ
を
す
る
。
３
月
６
日
に
は

大
磯
で
の
下
見
調
査
を
行
い
、

念

に
は
念
を
入
れ
る
と
い
う
熱
心
さ

に
心
が
打
た
れ
る
。

第
二
回

歴
史
教
室

テ
ー

マ

東
海
道
大
磯
宿

の
ロ
マ

ン
と
史
跡
を
訪
ね
て

古
く
は
七
世
紀
後
半
、

朝
鮮
高
句
麗
の
亡

命
王
族
若
光

一
族
の
渡
来
と
農
耕
文
化
の

伝
達
開
花
、

そ
し
て
曽
我
十
郎
と
虎
御
前

の
悲
恋
物
語
、

現
代
に
入
っ
て
は
坂
回
山

心
中
と
五
十
年
前
の

「天
国
に
結
ぶ
恋
」

を
思
い
出
し
、

全
員
で
そ
の
流
行
歌
の
合

唱
と
な
っ
た
。…

東
海
道
大
磯
宿
珍
味
紹
介
（歴
史
教
室
資
料
）

「
国
よ
し
」
う
な
ぎ
屋

江
戸
時
代
の
東
海
道
大
磯
宿
の
絵
図
に
も
の
っ
て
い
る
。

文

化
年
間
初
代

「国
よ
し
屋
」
清
兵
行
が
創
業
し
た
店
で
今
も
読

い
て
い
る
。

代
々
清
兵
術
を
名
の
り
神
奈
川
県
内
最
古
の
う
な

ぎ
屋
で
あ
る
。

昔
は
近
く
を
抗
れ
る
花
水
川
の

″下
り
う
な
ぎ
″
を
材
料
と

し
た
専
門
店
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

東
海
道
沿
い
の
静
か
な

大
磯
の
町
並
み
の
中
で
、

つ
い
見
過
ご
し
て
終
う
よ
う
な
小
さ

な
店
程
え
だ
が

〈う
な
ぎ
蒲
焼
大
磯
国
よ
し
〉
の
行
燈
だ
け
が

そ
れ
と
知
れ
る
。

三
階
の
各
間
に
は
徳
川
十
五
代
将
軍
廃
喜
に

献
上
し
た
時
、揮

を
し
て
も
ら
っ
た
音
や
、東

郷
平
八
郎
元
師

北
白
川
官
な
ど
明
治
の
元
勲
高
官
等
の
須
が
飾
ら
れ
老
舗
の
格

調
を
物
語
っ
て
い
る
。

巾
広
い
フ
ァ
ン
層
を
持
ち
、

宮
様
方
や

現
天
皇
が
皇
太
子
時
代
美
智
子
妃
と
立
寺
ら
れ
た
と
い
う
。

「
栗
子
舗
　
新
杵
」

旧
東
海
道
沿
い
の
老
舗
、

和
栗
子
の
正
城
派
で
練
物
　
千
楽

子
等
各
種
の
和
菓
子
。

格
調
あ
る
日
本
五
の
屋
根
と
大
き
な
梁

を
持
つ
店
構
え
で
あ
る
。

明
治
　
大
正
に
か
け
て
政
府
の
高
官

華
族
の
列
在
に
御
菓
子
御
用
達
を
務
め
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、

こ
こ
の
名
物
西
行
捜
頭
は
名
に
ふ
さ
わ
し
い
味
と
品
格
を
雅
え

た
栗
子
だ
。

こ
げ
茶
色
の
つ
や
消
し
の
皮
、

適
当
を
大
き
さ
、

甘
味
を
押
え
水
分
が
少
く
、

長
持
ち
し
、

日
に
入
れ
た
時
サ
ラ

リ
と
し
た
始
の
感
触
は
和
楽
子
の
絶
品
。

「井
上
か
ま
ぽ
こ
店
」

ワ
ン
マ
ン
宰
相
吉
田
茂
は
井
上
の
か
ま
ほ
こ
以
外
は
喰
べ
な

か
っ
た
と
い
う
。

初
代
井
上
平
吉
創
業
以
来
す
で
に
・２０
年
は
題

え
て
い
る
。

原
料
は
大
磯
の
漁
場
と
直
結
し
た
鮮
度
上
々
の
自

グ
チ
や
キ
ス
を
使
う
。

魚
内
の
採
取
　
水
さ
ら
し
　
寝
り
　
基

ご
し
　
型
つ
く
り
　
蒸
し
等
手
造
り
の
高
級
品
、　

一
般
市
場
品

と
速
い
製
品
工
も
少
な
い
。

明
治
の
元
勲
伊
東
博
文
を
始
め
南

位
高
官
の
ご
南
人
を
つ
と
め
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、

他
所
の
か

ま
ほ
こ
と
は

一
味
違
う
逸
品
で
あ
る
。

大
磯
坂
田
山
心
中

慶
感
大
学
経
済
部
三
年
調
所
五
郎

⌒
二
四
オ
）
と
静
岡
御
段

場
の
表
農
の
娘
湯
山
八
重
子

（三
二
オ
）
は
芝
白
金
の
パ
プ
テ

ス
ト
教
会
で
知
り
合
い
相
思
相
愛
の
仲
と
な
っ
た
が
、

二
人
の

結
婚
に
双
方
の
親
が
反
対
し
た
の
を
な
観
、

昭
和
七
年
五
月
九

日
大
職
坂
田
山
で
取
毒
心
中
を
と
げ
た
。

当
時
の
新
聞
雑
誌
に

大
き
く
伝
え
ら
れ
映
画
に
レ
ヨ
ー
ド
に

一
世
を
風
廃
し
た
。

）

松
竹
映
画
　
「天
国
に
結
ぶ
恋
」

主
　
演
　
川
崎
弘
子
　
　
竹
内
良

一

監
　
督
　
五
所
平
之
助

主
題
歌
　
「天
国
に
精
ぶ
恋
」

作
詩
　
西
条
八
十

作
曲
　
松
平
信
博

ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド

政
手

徳
山
理

四
家
文
子
デ
ェ
エ
ッ
ト

ー
　
今
宵
名
残
り
の
三
日
月
の
消
え
て
沐
し
い
相
模
灘

涙
に
う
る
む
漁
火
は
こ
の
世
の
恋
の
は
か
な
さ
よ

２
　
二
人
の
恋
は
情
か
っ
た
神
棒
だ
け
が
ご
存
知
よ

死
ん
で
楽
し
い
天
国
で
あ
な
た
の
妻
に
な
り
ま
す
わ

３
　
エク
安
Ｔ
セ
他
所
に
嬢
が
せ
て
な
ん
で
生
き
さ
Ｐ
生
き
ら
れ
よ

催
も
行
き
ま
す
母
さ
ん
の
お
そ
ば
へ
貴
女
の
一芋
を
と
り
て

４
　
い
ま
で
楽
し
く
眠
り
ゆ
く
五
月
青
業
の
坂
田
山

愛
の
二
人
に
さ
さ
や
く
は
や
さ
し
い
波
の
子
守
唄

県
職
労
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

約

一
年
程
前

か
ら
、

横
浜
市
中
区
本
町
四
丁
目
三
七
番
地

の
県
分
庁
舎

（通
称
県
労
運
会
館
）
の
三
階

に
、

当
会
事
務
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

約
二
〇
〇
ポ
の
小
さ
な
個
室
で
す
が
や
っ

と
、

室
内
整
理
も
つ
き
ま
し
た
の
で
、

お
気

軽
に
お
立
寄
く
だ
さ
い
。

毎
週
、

火
曜
日
に
、

原
則
と
し
て
、

役
員

（幹
事
）
が
二
～
二
人
出
勤
し
て
、

当
会
の

事
務
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

午
前
十
時
三
〇

分
か
ら
午
後
四
時
頃
ま
で
居
り
ま
す
。

会
員

の
ご
来
室
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
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